




 

「2020 年度 SSH 研究開発実施報告書」の刊行にあたって 

立命館慶祥高等学校長 江川順一 

本校は、2012年度から第1期SSH基礎枠に採択され、2017年度からは第2期SSH 基礎枠とともに重点

枠にも採択されました。昨年度重点枠の指定期間を終え，そこで培った教育資源を基礎枠の取組に継承し、

今年度第2期4年目を実施しました。 

 今年度はCOVID-19により、4月に入学式と始業式を行うことはできましたが、その直後から北海道知

事および政府による緊急事態宣言が発令、5月14日に延長、25日に解除、6月1日から分散登校、29日か

ら通常登校となりました。大まかに言うと、4月は休校、5月はオンライン授業、6月は分散登校、7月は通

常登校となりました。その後は休校や分散登校こそ免れることはできましたが、学校間交流については、海

外はもちろん、国内においてもリアルの相互交流が完全にストップした状態になりました。 

COVID-19の影響により、SSH推進においても、課題研究の遅れ、SS Day Iの中止、サイエンスアプロー

チ（北海道大学研究室訪問）の中止、SS課題研究 IIIでの校外の研究発表の激減、海外研修・海外受入れ研

修の中止という状況に至りました。 

その一方で、年度当初に在宅学習が基本となったため、SS課題研究 IIIにおいて、生徒の研究グループの

編成が困難となり、個人研究を行うこととなりました。それが功を奏し、はしなくも生徒の研究の自律性が

鍛えられ、研究における生徒のイニシアティブ、積極性、向学心が向上しました。このことは、今後の研究

推進にあたって、予期せぬ収穫となりました。このことは、2月に開催したSS Day Ⅲの発表会に活かされ

ました。運営指導委員の 7 名の先生、学生研究アドバイザーの北大の大学院生 4 名にご参加いただき、24

名の生徒がポスターセッションに臨みました。運営指導委員および学生研究アドバイザーの皆様からのご

意見は、個人研究のレベルの高さについて言及するものが多かったことを申し添えます。当日は、高 2 理

系生徒や中1生徒も参加し、先輩の発表に耳を傾け、盛んに質問をしていました。 

国際共同課題研究については、2017～2019 年度に採択された重点枠の柱である国際共同課題研究および

海外理数教育重点校とつながるプロジェクトを活かし、重点枠 4 校の海外連携校のうち、シンガポールの

National Junior College、タイのPrincess Chulabhorn Science High School Pathumthaniの2校について、先方のチ

ームと慶祥チームとで完全オンラインで継続的に研究活動を行うことができました。これまで現地での研

修期間が主な研究活動の時間でしたが、今年は自国の校内での研究活動が活発になり、今まで以上に研究

の進展が図られています。これも、国際共同課題研究の進展を追求する上で、よいヒントとなりましたの

で、今後に活かしたく思います。 

皆さまにおかれましては、この「SSH研究開発実施報告書」をご一読いただき、ご意見、ご高批をいただ

きますよう、お願い申し上げます。  
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